
Ａ 試合会場レポート 試合番号 123 開催日 2022/12/17
令和4年度 天皇杯・皇后杯 全日本バレーボール選手権大会 男子 会場： 東京体育館

観客数： 3,143 開始時間： 16:05 終了時間： 17:35 試合時間： 01:30 主審： 浅井　唯由 副審： 原　啓之
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　各セット、ゲームを作ることはで
きましたが、パダル選手のサーブと
東レアローズのブロックに対して、
あと少し我慢が足りませんでした。
カウンターアタックの決定があと１
、２本取れていたらゲーム展開は変
わっていたと思います。非常に悔し
い敗戦でしたが、チームは大きな成
長を遂げていると感じます。年末年
始にしっかりと練習して、年明けか
らのリーグをかき回すチームになっ
ていきます。
　本日は応援ありがとうございまし
た。

玉宅 アラウージョ 酒井 パダル 　先週勝ち抜いて今週も試合が出来
ることを幸せに感じております。ま
た、久しぶりの東京体育館で、多く
の観客の皆様の前で試合できること
感謝申し上げたいと思います。
　今日の試合では、ブロックとサー
ブがキーポイントになると思ってい
ましたが、それがしっかりと試合に
出せたと思います。
　明日、チームとしては久しぶりの
決勝戦を戦うことができますので、
チーム一丸でコートを走り回りたい
と思います。
　本日はたくさんの応援ありがとう
ございました。
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＜要約レポート＞
　６年振りの天皇杯優勝を目指す東レアローズと、激闘の準々決勝を制した東京グレートベアーズの準決勝。
　東京GBはFC東京という前身のチームを経て、今シーズンから生まれ変わったチームである。リーグ戦では苦戦が続いているが、天皇杯では躍
進しベスト4まで勝ち進んだ。これまでの勢いのまま、新加入の戸嵜、笠利、アラウージョのサイド3選手を中心に攻め立てる。元ブラジル代表
経験のあるアラウージョは207cmの高さと左利きを活かしたライトからのスパイクを広角に決めた。東レはパダルという大砲を軸に、高橋、西
本の決定力のあるミドルブロッカー絡めた攻撃を組み立てる。日本代表の高橋はブロック力も優れ、圧倒的な高さで東京GBの前に壁となり立ち
はだかる。東京GBも途中出場の張、セッター玉宅の絶妙な位置取りのブロックで、得点や効果的なワンタッチを取り得点へと繋げていく。しか
し、どのセットも中盤までは競り合うものの、最後は東レへと流れが傾いていく。パダルを筆頭に、ここぞという時のサーブの精度が素晴らし
く、さらにセッター酒井のトス回しも冴え、富田、小澤のバックアタックをふんだんに混じえた立体的な攻撃で、東京GBを翻弄した。試合が進
むにつれ、チームの完成度が上がっていく東レが明日の決勝戦へと駒を進めた。

作成者： 橋本　正太郎

※本票の著作権は、公益財団法人日本バレーボール協会に帰属します。


